
 

（様式第 11号）（第 14条関係） 

令和６年度 「みんなの力でつくるまち」活動支援事業評価報告書 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              【目標・ねらい】 

●町内児童生徒への教育機会

の創出と継続的な実施体制づ

くり、および地域住民の交流

の場づくりを目的に実施す

る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自己評価欄は「Ａ」90％以上「Ｂ」70～89％「Ｃ」50～69％「Ｄ」49％以下で示すこと。 

事業名 軽井沢 ICT クラブ事業 

団体名 

（連絡先） 

特定非営利活動法人みんなとつくる軽井沢 

（contact@minkaru.net） 

総事業費 239,965 円（うち補助金：116,000 円） 

自己評価（目標達成率）【A】 

・IchigoJam 教室の継続実施 

はんだ付けとプログラミングの IchigoJam 教室を 5 回

実施。うち 1 回は軽井沢町社会福祉協議会と共催でこど

も食堂ひまわりと合わせて実施した。 

・データサイエンス教室の実施 

小中学生向けに IchigoJam と圧力センサーを使用して

自分の歩きを測る教室を開発・実施した。 

・カレンダーサイトの更新 

町内で行われる催しが一目でわかるカレンダーとして、

訪問者が見やすいようにデザイン変更を行った。 

IchigoJam 教室では、子ども食堂ひまわりと併せての実

施ができ、これまで参加したことのない子どもたちに対

し参加の機会を提供できた。 

データサイエンス教室では、子どもたちにとっても身近

である歩きを題材にし、IchigoJam を使って測りデータ

化した。軽井沢 ICT クラブでの学びを融合し、社会課

題・地域課題とも連動する教室となり、一つの形を見出

せた。（内容については日本産業技術教育学会第 40 回

情報分科会（上越）研究発表会にて発表された。） 

カレンダーサイトは町内企業と連携し、地域活動団体が

投稿できる形へリニューアルを行うことができた。 

本年が実施 3 年目となり、自主事業としての継続方法を模索していく。 

軽井沢 ICT クラブでの学びが地域社会に繋がっていることを学習者である子どもたちに伝えて

いくと共に、軽井沢 ICT クラブの取り組みを行うこと自体が地域社会のつながりを生み出す事

業に発展していくように持続可能な形で取り組みを行なっていきたい。 

 

 

事 業 内 容 

今後の取り組み 

事 業 効 果 


